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略歴

1988   栃木県宇都宮市に生まれる
2010   女子美術大学芸術学部立体アート学科卒業
2018   平成 30 年度 ポーラ美術振興財団在外研修員としてアメリカにて研修 

【個展】
2020   「Note」MARUEIDO JAPAN / 東京
2019   「The Histories of the Self」ポーラ美術館 アトリウムギャラリー / 箱根
2017   「See」JINEN GALLERY / 東京
2016   「grey integument」ガレリアグラフィカ bis / 東京
2015   「溢るる 垂る」いりや画廊 / 東京
2013   「Black Scenery」画廊るたん / 東京
            「White Atmosphere」プロモ・アルテギャラリー / 東京

【主なグループ展】
2020   「ポーラ ミュージアム アネックス展 2020- 真正と発気 -」ポーラ ミュージアム アネックス / 東京
            「AiPHT PLUS」パークホテル東京 / 東京
            「Find Your ART for Christmas - 大切な人への贈り物 -」MARUEIDO JAPAN / 東京
2019   「テキスタイルアート・ミニアチュール 」 東京、兵庫、('17) 東京、韓国、福岡 、(‘15) 東京、金沢 
2018   「新進芸術家選抜展 FAUSS」アーツ千代田 3331 メインギャラリー / 東京
2017   「Beyond the Generations」H-art Beat Gallery / 東京
            アーティストインレジデンス「南総金谷藝術特区」 成果発表会 旅館金泉館 / 千葉
2016   新進芸術家育成交流作品展「FINE ART / UNIVERSITY SELECTION 2016-2017」茨城県つくば美術館                
            / 茨城

【受賞 / 助成】
2019    第 19 回女子美制作・研究奨励賞 受賞
2018　ポーラ美術振興財団 平成 30 年度 若手芸術家の在外研修助成
2016　新進芸術家育成交流作品展「FINE ART / UNIVERSITY SELECTION 2016-2017」 優秀賞 受賞
2012,14 新制作 SD 部　新作家賞 受賞

【アーティスト・イン・レジデンス】
2017　南総金谷藝術特区 / 千葉

【ワークショップ】
2019　紙をつくるワークショップ　ポーラ美術館 / 神奈川

【アートフェア】
2020　「artTNZ produced by AFT with APCA」 / 東京 
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1. 制作・研究の動機・目的
　私の制作は紙の成り立ちを動機とし、自己のあり様について思考することを目的としています。紙という
のは繊維の絡まりからなる物体であり、私にとって物質性の強い存在です。紙は繊維を絡ませ成形するとい
うことは全世界で共通していますが、その原料、方法は場所、作り手によって随分と異なります。紙の成り
立ちの中にそれぞれの独自性、つまり個性が含まれるのです。そういった背景を含む素材感を利用して、造
形することで、自己について思考する、あるいは思考できる時間を作りだすことを目的としています。

　自己とは、自己だけでは形成されず、知覚することができません。他者や、社会、環境、過去、現在など
とのあいだ、関係性によって、その一端を感じることができるのではないでしょうか。ただそれは永遠に揺
れ動き、固着されるものではありません。直にものに触れることで感じられる個人的素材感は、その時の自
己に焦点を合わせる為の手段の一つです。
　紙の成り立ちをもって、それぞれが持つ自己を見つめるほとんどが焦点のあわない状態ながらも一瞬でも
焦点をあわせることができる、あるいは、揺れ動くままでもその存在を感じ取れる体験を作り出すことを目
標としています。

2. 制作・研究活動
⚫︎     2020 年 2 月
グループ展「ポーラ ミュージアム アネックス展 2020　ー真正と発気ー」に参加。本展のために新作 4 点を
制作、展示。

・「ポーラ ミュージアム アネックス展」について
「ポーラミュージアム アネックス展」は、公益財団法人ポーラ美術振興財団が、1996 年以来実地してい
る「若手芸術家の在外研究助成」を受けた芸術家の研究成果を披露する展覧会であり、今回で 16 回展を
迎える。2 月 21 日から 4 月 12 日までの期間を前後期に分け、計 6 名が出展。展示にはそれぞれテーマ
があり、筆者が参加している前期が〈真正と発気〉、後期は〈透過と抵抗〉と題されている。

展覧会のタイトルとして「真正と発気」という言葉が付されているが、このイメージによって
出品作が選ばれているわけではなく、監修者が 3 名のアーティストに出品依頼を行い、作品は
いうまでもなく各アーティストの創意に委ねられている。「真正と発気」という言葉に使われて
いる「真正」とは authenticity を訳したものであり、「発気」は aura からとられている。
アートの中には、素材の真正性を隠してしまうものもある。17 世紀オランダの静物画などはそ
の一例であろう。それらとは反対に、素材の真正が構造を経て発気に至るまでその真正性の存
在を明らかに留めているアートもある。この両義性もまた魅力である。

− 展覧会監修者 木島俊介（公益財団法人ポーラ美術振興財団 ポーラ美術館 館長）

・展覧会詳細 
会期：2020 年 2 月 20 日（金）~3 月 15 日（日）11:00~20:00
会場：ポーラミュージアムアネックス
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会期中無休、入場無料
参加アーティスト：（前期）太田泰友、寺嶋綾香、半澤友美
イベント：2 月 20 日　18:30 〜 20:00　レセプション、寺嶋綾香パフォーマンス、アーティストトーク
ポーラミュージアム アネックス サイト：
https://www.po-holdings.co.jp/m-annex/

・筆者の展示について
本展では新作の壁面作品 4 点を展示した。木島俊介氏に展覧会会場内を 3 分割され、広く壁面がとれる
空間を割り振られたため、壁面作品のみの展示にした。過去壁面の作品のみで展示をした経験がなかった
ため、新たな挑戦であった。2018 年在外研修前に構想していた作品「Untitled」、2019 年に開催した個
展「The Histories of the Self」、新作「Note」シリーズを出品することで、在外研修の研究成果の披露と
いう展覧会コンセプトを意識した展示とした。2018 年の在外研修でアメリカに行き、日本に戻ってきて
また日本という土地と自己について見直すといった筆者自身の制作コンセプトの偏移を考える場になっ
た。

・成果
新型コロナウイルス COVID-19 の感染拡大の状況を鑑みて、3 月 2 日から臨時休館となった。会期が急遽
短縮となり 10 日間のみとなってしまった。短い会期ながらも来場者は多く、手応えを感じる展示であった。
今年開催する個展のコンセプトを固めることができた展覧会になった。
その後、残会期を 9 月 26 日から 10 月 11 日に開催することに決定した。

展示風景　©POLA MUSEUM ANNEX
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展覧会フライヤー
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⚫︎     2020 年 2 月
イベント「AiPHT PLUS」に参加。パークホテル東京のエレベーターホールにて展示。

・「AiPHT PLUS」について
2020 年 3 月開催の現代美術のホテル型アートフェア「ART in PARK HOTEL TOKYO 2020」開催に先立ち、
フェア出展アーティストの作品をパークホテル 25 階ロビーフロア、31 階アーティストフロアにて展示、
紹介するプログラム。 

・プログラム詳細
会期：2020 年 2 月 17 日（月）〜 3 月 21 日（土）11:00-20:00
会場：パークホテル東京 25 階、31 階
入場無料
参加アーティスト：厚地朋子、内田涼、キム・ドゥハ、倉崎稜希、小池一馬、近藤大祐、鈴木淳夫、高島
進、大黒貴之、永瀬武志、西村陽平、半澤友美、保坂毅、堀康史、三沢厚彦、森綾乃、ヤマガミユキヒロ、
若杉真魅 
協力：TEZUKAYAMA GALLERY、橘画廊、KAZE ART PLANNING、DMOARTS、COHJU contemporary art、
AIN SOPH DISPATCH、画廊香月、MARUEIDO JAPAN、みうらじろうギャラリー、双ギャラリー、ジルダー
ルギャラリー、西村画廊、ギャラリー・パルク［グランマーブル］、TOMOHIKO YOSHINO GALLERY
運営：一般社団法人日本現代美術振興協会
ART in PARK HOTEL TOKYO 2020 サイト：
https://www.aipht.artosaka.jp/

・筆者の展示について
パークホテル東京 31 階エレベーターホールにてインスタレーション「The Histories of the Self」を展示
した。海外からの宿泊客が多いホテルのエレベーターホールでの展示ということで、手漉き紙と柿渋の強
さと魅力を前面に見せ、エレベーターを出た瞬間に目前に赤と柿渋色が広がるような展示にした。
日本と自己の関係性をホテル内で感じられることを目標とした。

・成果
新型コロナウイルス COVID-19 の感染拡大の状況を鑑みて、開催予定であった「ART in PARK HOTEL 
TOKYO 2020」は中止、宿泊者数、イベント動員数も減少してしまった。
初めて公共施設で 1 か月という期間の展示であったため、会期途中、作品が壁から剥がれてしまうという
問題があった。展示方法については今後考える必要があると感じた。
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⚫︎     2020 年 9 月
再開催となったグループ展「ポーラ ミュージアム アネックス展 2020　ー真正と発気ー」に参加。新作 9 点
を展示。（現在開催中）

・「ポーラ ミュージアム アネックス展 2020　ー真正と発気ー」について
3 月の臨時休館に伴い、会期半ばで終了してしまったポーラミュージアムアネックス展 2020 前期の残会
期を再開催することになった。
スケジュールの都合上、参加者全員 2 月の展示とは一部異なる作品を展示。

・展覧会詳細 
会期：2020 年 9 月 26 日（土）~10 月 11 日（日）11:00~20:00
会場：ポーラミュージアムアネックス
会期中無休、入場無料、事前予約制
参加アーティスト：（前期）太田泰友、寺嶋綾香、半澤友美
ポーラミュージアム アネックスサイト：
https://www.po-holdings.co.jp/m-annex/

・筆者の展示について
本展では新作の壁面作品 9 点（h985xw785mmxd60mm 9 点）を展示した。2 月に展示した「The Histories of 
the Self」シリーズのみで展示を構成した。

展示風景
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このシリーズは、2019 年にポーラ美術館で展示したインスタレーション「The Histories of the Self」と同タイト
ルであるが、10 枚の手漉き紙を奥から柿渋のグラデーションになるように重ね、箱にいれることで、時間の流れ
を作品の目の前に立つことで感じることができる作品である。インスタレーションの展示では鑑賞時に隣り合う
紙や周囲の環境の干渉を含めた上で自己を形成する時間軸を思考させる作品であるが、本展で展示した作品は、1
作品の正面に鑑賞者が立って、集中して自己について向き合うことができる展示を目指した。2 月の展示の時と
比較すると、シリーズを揃えて展示し、ライティングを暗めに設定することで空間自体をみても集中しやすい展
示にできた。

・成果
新型コロナによって予約制であったが、たくさんの人に見に来ていただくことが出来た。2 月の展示と展示
内容と異なっていたため、2 月に見た方でも再度いらしてくださる方もいたようである。
The Histories of the Self シリーズに統一したことにより、作品の目標としていた、1 つの作品と個人を対峙
させるということについて強調することが出来た気がした。
さらに、この作品については鑑賞者にも分かりやすく紙自体にコンセプトを内包させ、作品として昇華する
ことが出来た作品といえると思う。今後の制作に大変役に立つ展示であった。

展示風景
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The Histories of the Self #5
2020
木材パルプ、染料、柿渋、亜麻仁油
h985xw785mmxd60mm
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⚫︎    2020 年 10 月
MARUEIDO JAPAN（東京）にて個展「Note」を開催。新旧作約 30 点を出品。

・個展「Note」について
東京、赤坂にある、モダンアートとコンポラリーアートを展開するアートギャラリー MARUEIDO JAPAN
による企画展示。
繊維が空間を持ちながら絡まることで物質になる、という紙の特性を利用し、異素材（籐、金属 他）と楮、
木材パルプ （紙の原料）を用いて半立体、立体作品を制作する。
金網に紙の繊維を絡ませ、その間で漆喰と土性の絵具により着色を施して制作する「Note」シリーズを中
心に展示を行う。

・展覧会詳細
会期：2020 年 10 月 2 日（金）〜 10 月 22 日（木）12:00-17:00 
会場：MARUEIDO JAPAN
定休日：日・月・祝日
アポイントメント制
MARUEIDO JAPAN サイト：
http://marueidojapan.com/

この度、MARUEIDO JAPAN では半澤友美「Note」を開催いたします。
半澤友美は、紙の成り立ちに着目し独自の造形作品を創り出しています。植物繊維の絡まりか
らなる紙は、その原料を幾重にも重ねると強固な物体となります。半澤は日本の紙漉（ かみす
き ）の技法を応用し立体作品を制作してきました。昨年、箱根のポーラ美術館アトリウムギャ
ラリーでの大掛かりなインスタレーション「The Histories of the Self 」では、会場に何百枚の
連作を展示し大変注目を集めました。その展示でも見られたように、半澤は紙と自己に向き合
い続け、その都度自己を顧みる記録として、まるでノートを取るかのように制作を続けています。
今展覧会タイトルにもなった「Note」のシリーズは、金網に幾重にも紙の繊維を絡ませ積み重
ねられた作品です。金網の人を寄せつけない金属的な強さと、紙の柔らかさを同時に併せ
持っています。時間と記録が集積された作品たちは、会場で佇み現代の碑のように見た者に
何かを問い掛けて来ます。是非この機会に会場で体感していただければ、嬉しく存じます。

− MARUEIDO JAPAN

造形作家の半澤友美（1988 −）は、紙の原料となる植物繊維を自在に操り、2 次元的ないし 3
次元的な独自の造形物を創り出す。
たとえば、2018 年に発表した《Some Rooms》（2018）は、楮と麻の繊維を金網に絡ませた高さ 1.5
メートル、幅 3 メートルの屏風状の作品であるが、繊維の痕跡が顕わとなったその構造体の存
在感は展示空間において際立つものの、周囲の環境と相互に作用しながら、穏やかに共生する
かのようであった。一方、2019 年に箱根のポーラ美術館で発表した〈The Histories of the Self〉
と題されたシリーズは、おもに赤や赤紫に染めた紙料（紙漉きの原料）を調理用スポイトで平
面上に点々と垂らし、それを幾層も重ねたものに圧をかけて一枚の矩形のシートに仕上げたも
のである。300 枚におよぶ有機的な平面作品を、床や壁面に並べて取り付けた壮大なインスタ
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レーションは、コンクリートや大理石、ガラスを主材とする無機質な建築空間との調和を生み
出すこととなった。
　さて、現在、半澤が取り組んでいるのは、紙の繊維を菱形の金網に絡ませて作る矩形の半立
体作品である。金網に規則的に凹凸をつけるとそこに空隙が生まれ、金属に紙の繊維を絡ませ
ることで徐々にその空隙はハニカムの孔（正六角形というよりはむしろ中空円筒状）の様相を
呈する。繊維の量を増やせば増やすほど無作為的で複雑なテクスチャーが形成され、さらに漆
喰と土性の絵具を効果的に施すことによって、硬軟相俟った独特の視覚効果が生み出される。
半澤はこのような特徴的な半立体オブジェとともに、それを何層にも重ねることによって濃密
な立体的な作品（立方体オブジェ）を創り出すことにも挑戦している。
　半澤はいかなる形態の作品を創ろうとも、最も重要視していることは各作品における紙の独
自性である。半澤はそれを「個性」と呼び、また作品そのものを「自己」と呼ぶ。一般的に自
己は様々な要素（生まれ育った場所や家族、友人など）との関係性で成り立つように、半澤の
作品もまた繊維の積み重なりや繊維どうしの繋がり、時としてそれらを物理的に支える物質（金
属など）との関係性によって成り立つ。さらに作品は、それを取り巻く環境へと作用を及ぼし、
また及ぼされるのである。半澤は自身の作品を通して、見る者との関係性を構築することを希
求し、見る者からの反作用に期待を寄せている。

− ポーラ美術館学芸員 / 内呂博之

・展示、作品について
金網に木材パルプを絡ませ、その途中でペイントを施す新作 Note シリーズを中心に展示を構成。 紙にな
る途中に土性顔料と鉛筆によってペイントを施すことで、紙自体に記録を内包させ、時間と記録を積み重
ねた物体にした。自己の記録の集積から自己を見つめる、確認するという目的のもと制作した。同シリー
ズながら、作品によって視点に差をつけることで（正面から見ることができる壁面の作品と、表裏、また
は側面を見ることができる置き作品）積み重ねた時間への対峙方法を広げることができる展示構成をめざ
した。

・成果
新型コロナの影響により、予約制をとった展示だったため、通りすがりでという方はなかなかいなかった
が、ポーラミュージアム アネックスと同時開催とうことで、両展示とも見にいらしてくださる方が多く、
展覧会ごとに異なるシリーズを見せることが出来たため大変良い機会であった。新型コロナの影響もあり、
インターネット上での情報開示が多くなる現在の中、物質そのものへの価値観が再確認できたような気が
する展示であった。現在の社会や世情に対して素材、紙、彫刻というものをどのように関わらせていくか、
見せていくか、価値づけていくかを考えなくてはいけないというのが今後の課題であると感じた。
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上 )note/one day #1  2020
h985xw785mmxd60mm
木材パルプ 、楮、顔料、漆喰、金網
左 ) 備忘録  2020
h315xw315xd420mm
木材パルプ 、楮、顔料、漆喰、金網

展示風景　© 加藤健
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展覧会 DM
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3. 結び

　賞を頂いた後というのは、アメリカから帰国、ポーラ美術館で個展と大きな出来事の後であり、今後の制

作活動についてよく考えなければならない時期でした。

　私は女子美術大学卒業後、紙による造形をずっと行っていましたが、一時、ある出来事によりアイデンティ

ティクライシスに悩まされ、アメリカにて外側から自己について、アイデンティティについて考えてきました。

その後、以前から扱っていた紙による造形の中にどのように自己を入れ込むか、あるいは紙による造形の中

にどのように自己を見るかということについて考え始めました。

　2019 年のポーラ美術館での個展ではインスタレーションを行い、紙の成り立ちから自己について考える

という方向を進み出しましたが、賞を頂いた後はギャラリーや公共施設での展示、アートフェアへの出品等

する機会を得た為、インスタレーションではなく、空間に任せすぎず 1 作品の中で紙の成り立ちと自己はの

思考を想起させる必要がありました。特に新型コロナウイルス COVID-19 による影響で、体験型の展示を開

催するのは大変難しい状況になりました。そんな中で、技術を含め新しい作品について思考、実験すること

が出来たため、今後作家としてどのような活動ができるか幅を広げることが出来た気がしています。

　今後の課題としては、予定していた各地の手漉き紙の調査が新型コロナウイルス COVID-19 により出来な

かった為、落ち着き次第調査に赴きたいと考えています。他にもさまざまな場所での場所の固有性を利用し

ての展示や、場所にとらわれず 1 作品で密度を感じさせる作品づくり、両方の活動をもって、作家として今

後活動していきたいと考えています。そして、新型コロナウイルス COVID-19 後、インターネット上で作品

発表の機会が増えましたが、現代美術の中で、手漉き紙、手工業、彫刻の独自の価値を高める為にも、イン

ターネットを利用しつつも、実際に体験することの魅力、物質の力というのを考えさせる作品を作れるよう、

努めていきたいと考えています。


